
当
科
で
は
、主
に
成
人
の
心
臓
・

血
管
の
病
気
を
扱
っ
て
い
ま
す
が
、

少
な
い
な
が
ら
先
天
性
の
病
気
も

手
術
し
て
い
ま
す
。主
な
手
術
例
は

次
表
の
と
お
り
で
、昨
年
は
三
八
三

件
の
実
績
で
し
た
。

心
臓
や
血
管
の
病
気
は
薬
で
治

る
と
い
う
も
の
は
少
な
く
、殆
ど
の

場
合
、薬
は
症
状
を
起
こ
り
難
く
し

た
り
、進
行
を
遅
ら
せ
る
効
果
を
期

待
す
る
こ
と
が
多
く
、根
本
的
な
治

療
に
は
な
り
難
い
も
の
で
す
。症
状

が
現
れ
た
時
が
治
療
開
始
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
、
こ
の
時
期
を
逃
す
と
、

歳
を
重
ね
な
が
ら
症
状
が
重
く
な

っ
て
い
き
、手
術
の
リ
ス
ク
も
高
く

な
っ
て
い
き
ま
す
。同
じ
手
術
で
も

症
状
や
年
齢
に
よ
っ
て
は
リ
ス
ク

が
高
く
な
る
こ
と
も
珍
し
く
あ
り

ま
せ
ん
。

『
最
近
、
疲
れ
や
す
い
』
『
い
つ

も
の
階
段
や
坂
道
が
ち
ょ
っ
と
え

ら
い
』『
畑
仕
事
な
ど
で
屈
む
と
し

ん
ど
い
』
な
ど
は
、
心
不
全
の
初
期

症
状
と
し
て
多
い
も
の
で
す
。少
し

休
む
と
症
状
が
な
く
な
る
こ
と
が

多
い
た
め
に
、
『
年
齢
の
せ
い
か

な
？
』
と
か
『
無
理
し
な
け
れ
ば
大

丈
夫
』
と
考
え
が
ち
で
す
。
こ
れ
ら

は
全
て
心
臓
疾
患
が
原
因
と
は
限

り
ま
せ
ん
が
、先
ず
は
病
院
で
の
受

診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

最
近
、Ａ
Ｃ
ジ
ャ
パ
ン
で
上
杉
謙

信
と
武
田
信
玄
の
Ｃ
Ｍ
が
流
れ
て

い
ま
す
ね
。

検
診
（
謙
信
）
の

進
言
（
信
玄
）
で
す
！

術
後
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア

通
常
は
、術
後
二
週
間
前
後
で
退

院
と
な
り
ま
す
が
、手
術
の
タ
イ
ミ

ン
グ
が
遅
れ
て
し
ま
う
と
心
臓
の

筋
肉
に
疲
労
が
蓄
積
し
て
お
り（
心

拡
大
・
心
肥
大
）
、
手
術
を
し
て
も

直
ぐ
に
は
回
復
し
な
い
こ
と
も
あ

り
、こ
こ
で
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
の
出
番
と
な
り
ま
す
。手
術
翌

日
か
ら
開
始
し
、退
院
後
は
外
来
で

リ
ハ
ビ
リ
を
行
い
ま

す
。
医
師
・
看
護

師
・
理
学
療
法
士
の

チ
ー
ム
が
き
め
細
や

か
な
サ
ポ
ー
ト
を
行

い
ま
す
の
で
、
ス
ム

ー
ズ
に
日
常
生
活
を

取
り
戻
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

最
後
に

当
院
で
、殆
ど
の
心
臓
血
管
手

術
を
受
け
て
い
た
だ
け
ま
す
。

当
科
外
来
を
予
約
い
た
だ
く
か
、

本
館
一
階
の
患
者
相
談
窓
口
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■発行責任者／院長　神田　雄史
■編集／市立長浜病院広報部会
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1.患者の権利、尊厳を重視した医療を実践します。
2.地域の医療関係者との連携を深め、地域医療の発展のためにつくします。
3.高度で良質な医療水準を確保し、安全で信頼される医療を進めます。
4.快適な療養環境の整備と、質の高いケアに務めます。

5.医学研究活動を推進し、優れた医療人を育成します。
6.職員が互いに尊重、協力してチーム医療を実践します。
7.職員が元気で働きがいのある職場づくりに務めます。

地域住民の健康を守るため、「人中心の医療」を発展させ、地域完結型の医療を進めます。理念
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治
療
の
タ
イ
ミ
ン
グ

心臓血管外科
洞井医師 吉良医師 曽我医師

（筆者）
鄒医師心臓リハビリテ

ーション

診療局

当
院
に
心
臓
血
管
外
科
が
開
設
さ
れ
た
の
は
平
成
八
年
で
、
当
時
の
流
行
語
は
、

「
ア
ム
ラ
ー
」
や
「
チ
ョ
ベ
リ
バ
・
チ
ョ
ベ
リ
グ
」
、
そ
し
て
、
読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ

長
嶋
監
督
の
「
メ
ー
ク
ド
ラ
マ
」
が
流
行
語
大
賞
で
し
た
。
滋
賀
県
北
東
部
で
唯
一
の

心
臓
血
管
外
科
と
し
て
誕
生
し
て
二
十
一
年
、
湖
北
湖
東
地
域
の
心
臓
血
管
手
術
を
担

う
と
い
う
使
命
は
今
も
昔
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

一
　
心
臓
を
養
う
冠
動
脈
の
病
気
（
狭
心
症
・
心
筋
梗
塞
・
心
臓
破
裂
・
心

筋
症
等
）
で
の
冠
動
脈
バ
イ
パ
ス
手
術
な
ど

二
　
心
臓
の
中
の
弁
の
病
気
（
大
動
脈
弁
・
僧
帽
弁
・
三
尖
弁
等
の
狭
窄
症

や
閉
鎖
不
全
症
、
感
染
性
心
内
膜
炎
）
で
の
弁
形
成
術
や
人
工
弁
に
よ

る
弁
置
換
術
な
ど

三
　
不
整
脈
（
心
房
細
動
等
）
で
の
メ
イ
ズ
手
術
な
ど

四
　
大
動
脈
の
病
気
（
大
動
脈
瘤
、
大
動
脈
解
離
等
）で
の
人
工
血
管
に
よ
る

大
動
脈
置
換
術
・
胸
や
お
腹
を
切
ら
な
い
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
フ
ト
手
術
な
ど

五
　
手
足
の
血
管
（
閉
塞
性
動
脈
硬
化
症
、
動
脈
瘤
、
静
脈
瘤
等
）
で
の
バ

イ
パ
ス
術
、
ス
ト
リ
ッ
ピ
ン
グ
手
術
、
シ
ャ
ン
ト
手
術
な
ど

基 本 方 針

（
心
臓
血
管
外
科
責
任
部
長
　
曽
我
医
師
）

主
な
手
術
例
（
昨
年
実
績
　
三
八
三
件
）
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当
院
に
リ
ウ
マ
チ
セ
ン
タ
ー
が

本
年
四
月
一
日
に
開
設
さ
れ
、
セ
ン

タ
ー
長
と
し
て
運
営
を
担
当
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
当
院
の
リ
ウ
マ
チ

治
療
は
、
主
に
京
都
大
学
臨
床
免
疫

学
講
座
（
三
森
経
世
教
授
）
か
ら
派

遣
さ
れ
た
非
常
勤
の
先
生
方
に
よ

っ
て
担
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
非
常

勤
の
先
生
方
だ
け
で
は
、
病
状
の
急

激
な
悪
化
や
合
併
症
の
発
生
時
な

ど
、
即
座
の
入
院
治
療
が
必
要
な
際

の
対
応
が
必
ず
し
も
十
分
と
は
言

え
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
は
平
成
十
六
年
に
京
都
大
学

臨
床
免
疫
学
講
座
助
教
授
か
ら
金

沢
医
科
大
学
血
液
免
疫
内
科
教
授

に
着
任
し
て
以
来
十
年
以
上
に
わ

た
り
北
陸
地
方
の
リ
ウ
マ
チ
治
療

に
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
北
陸
地

方
に
は
専
門
医
も
専
門
病
院
も
少

な
く
、
リ
ウ
マ
チ
膠
原
病
の
診
療
が

大
変
手
薄
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し

て
い
ま
し
た
。
滋
賀
県
は
行
政
区
域

は
近
畿
圏
に
な
り
ま
す
が
、
長
浜
市

は
地
理
的
に
も
医
療
環
境
面
で
も

北
陸
三
県
と
非
常
に
似
て
お
り
、
リ

ウ
マ
チ
膠
原
病
の
専
門
医
が
少
な

く
、
診
療
拠
点
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

幸
い
に
も
前
職
場
の
金
沢
医
科

大
学
リ
ウ
マ
チ
膠
原
病
内
科
で
一

緒
に
診
療
に
携
わ
っ
て
き
た
中
村

拓
路
先
生
、
佐
藤
智
美
先
生
、
良
永

幸
恵
秘
書
と
川
中
紀
邦
先
生
の
五

人
体
制
で
の
入
院
治
療
が
可
能
な

リ
ウ
マ
チ
科
を
開
設
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
診
断
や

治
療
が
難
渋
す
る
重
症
患
者
さ
ん

は
京
都
大
学
医
学
部
付
属
病
院
へ

紹
介
し
治
療
を
お
願
い
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
当
院
で
責

任
を
も
っ
て
治
療
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

加
え
て
当
院
の
リ
ウ
マ
チ
セ
ン

タ
ー
の
特
徴
は
、
整
形
外
科
の
廣
瀬

伸
次
責
任
部
長
に
メ
ン
バ
ー
に
加

わ
っ
て
い
た
だ
き
、
整
形
外
科
医
と

連
携
し
た
治
療
が
で
き
る
こ
と
で

す
。

な
が
は
ま

リ
ウ
マ
チ
コ
ホ
ー
ト

こ
れ
ま
で
長
浜
市
で
は
京
都
大

学
医
学
部
と
連
携
し
て
遺
伝
子
解

析
を
含
む
健
康
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト「
な
が
は
ま
０
次
予
防
コ
ホ
ー
ト
」

が
実
施
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
当
セ

ン
タ
ー
開
設
と
同
時
に
京
都
大
学

で
実
施
さ
れ
て
い
る
「K

U
R
A
M
A

コ
ホ
ー
ト
」
シ
ス
テ
ム
の
全
面
的
な

支
援
を
受
け
て
、
「
な
が
は
ま
リ
ウ

マ
チ
コ
ホ
ー
ト
」
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
当
院
リ
ウ
マ
チ
セ
ン
タ

ー
を
受
診
さ
れ
た
患
者
さ
ん
全
員

に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
関
節

点
数
や
患
者
さ
ん
の
自
覚
症
状
な

ど
、
検
査
結
果
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

し
て
い
く
取
り
組
み
で
す
。

現
在
の
医
療
は
、
医
学
の
急
激
な

進
歩
に
よ
っ
て
非
常
に
高
度
化
し

て
お
り
、
効
果
の
あ
る
高
い
新
薬
が

日
常
的
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
分
、
患
者
さ
ん

の
経
済
的
負
担
や
免
疫
抑
制
に
よ

る
日
和
見
感
染
症
等
が
増
え
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
医
療
は
、
一
方

的
に
医
者
が
患
者
に
施
す
の
で
は

な
く
、
最
善
の
結
果
を
患
者
に
還
元

で
き
た
か
が
問
わ
れ
ま
す
。
そ
の
意

味
で
、
コ
ホ
ー
ト
調
査
は
自
分
達
が

行
っ
た
治
療
が
正
し
か
っ
た
の
か

を
判
断
す
る
貴
重
な
デ
ー
タ
に
な

り
ま
す
。
　

論
語
に
、
『
学
び
て
思
わ
ざ
れ
ば

則
ち
罔
（
く
ら
し
）
、
思
い
て
学
ば

ざ
れ
ば
則
ち
殆
し
（
あ
や
う
し
）
』
と

い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

当
院
リ
ウ
マ
チ
セ
ン
タ
ー
で
は
、

ひ
と
り
一
人
の
患
者
さ
ん
の
デ
ー

タ
を
大
切
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
診
療
局
理
事
　
梅
原
医
師
）

だれもが一人の人間として、その人格や価値観などを尊重されたもとで、医療を受けることができます。
だれもが、どのような病気にかかった場合でも、適切な医療を公平に受けることができます。
病気、検査。治療、見通し、危険性など、自らの診療に関する十分な説明と情報を得ることができます。
十分に理解し納得した上で、検査や治療などを、自らの意思で選択し決定することができます。
診療の過程で得られた個人情報については、関係法令、条例および院内規程に従い保護され、また院内において私的な生活を可能なかぎり他人
にさらされず、乱されないで過ごすことができます。

患者さんの権利（患者権利章典）

リ
ウ
マ
チ
膠
原
病
の
診
療
拠
点
と
し
て

専
門
内
科
医
と
整
形
外
科
医
が
連
携

平成29年４月　市立長浜病院リウマチセンターを開設

佐藤医師

リウマチ性疾患先進医療学講座（寄附講座）
長浜市

市立長浜病院

京都大学大学院医学研究科
（リウマチ性疾患先進医療学講座）

寄附講座の内容

寄　附

専門医・医療スタッフの育成

長浜病院の
新たな医師派遣

公開講座の実施

研究事業
（データの収集・分析等）

川中医師
中村医師 梅原医師

（筆者）廣瀬医師
良永秘書

今号では、当院が湖北湖東地域におけ
る診療拠点としての役割を担っている心
臓血管外科とリウマチセンターを紹介さ
せいただきました。診療内容等の詳細に
つきましては、当院ホームページで紹介
していますので、是非、ご覧ください。

編 集
後 記


